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1.  平成24年12月期第1四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年3月31日） 

（注）23年度12月期第１四半期の売上高に係る対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正が行われたため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第1四半期 2,136 △2.6 △34 ― △40 ― △51 ―
23年12月期第1四半期 2,192 ― 330 12.2 279 40.3 △750 ―

（注）包括利益 24年12月期第1四半期 △35百万円 （―％） 23年12月期第1四半期 △740百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第1四半期 △3.21 ―
23年12月期第1四半期 △46.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第1四半期 12,474 2,834 22.7 175.61
23年12月期 12,912 2,870 22.2 177.82
（参考） 自己資本  24年12月期第1四半期  2,834百万円 23年12月期  2,870百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年12月期 ―
24年12月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年12月期の連結業績予想（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,000 25.3 400 △17.6 300 △22.2 400 ― 24.78
通期 10,000 17.5 800 0.3 600 △1.2 650 3,321.1 40.26



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としており、実際の業績とは
異なる結果となる可能性があります。 
 なお、業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧く
ださい。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期1Q 16,143,170 株 23年12月期 16,143,170 株
② 期末自己株式数 24年12月期1Q 880 株 23年12月期 880 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期1Q 16,142,290 株 23年12月期1Q 16,142,290 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日～平成24年３月31日）におけるわが国経済は、東日本大震災の復

興需要が下支えとなったものの、欧州債務危機を主因とする世界経済の減速懸念や原油価格の上昇、雇用情勢の悪

化等の影響もあり、景気の先行き不透明感が拭えないまま推移しました。 

 電子部品業界ではこれまで市場拡大を牽引してきた液晶テレビの販売の急速な減速に伴い、液晶パネルメーカー

及び部材メーカー等においても競争激化により利益率の低下に苦しみました。 

 当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、主力事業である［ガラス基板事業］においてスマートフォ

ンやタブレットPCなどのタッチパネル用成膜加工の受注が堅調であったのに対し、他方では液晶テレビを中心とし

たガラス基板需要の低迷を受け、面取・研磨加工の受注は伸び悩みました。また、［精密研磨布事業］は、昨秋発

生したタイ洪水被害に伴うハードディスク減産の影響が残り、販売は減少いたしました。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、2,136百万円（前年同四半期比2.6％減）に、収益面で

は、原価低減および生産性アップ等の収益性向上活動に取り組んだものの、売上高減少の影響により営業損失は34

百万円（前年同四半期は330百万円の営業利益）に、経常損失は40百万円（同279百万円の経常利益）となりまし

た。四半期純損益においては、前年同四半期に東日本大震災関連の特別損失の計上に対し当四半期は損失幅が縮小

し四半期純損失は51百万円（同750百万円の四半期純損失）となりました。 

［ガラス基板事業］ 

 ガラス基板事業においては、スマートフォンやタブレットPCが大きく市場規模を拡大したもののメーカー間での

販売競争が激化する状況の中、当社の受注も影響を受けました。 

 これらの結果、売上高は1,389百万円（前年同四半期比14.4％増）に、セグメント損益は前年同四半期に特別損

失として処理した一部固定費が通常化したため75百万円の損失（前年同四半期は169百万円のセグメント利益）と

なりました。 

［精密研磨布事業］ 

 精密研磨布事業は、テレビの録画用HDDレコーダーが市場拡大を続けているものの、昨秋発生したタイ洪水被害

に伴うハードディスク減産の影響が残り、同ディスク向け精密研磨布の販売は伸び悩みました。 

 この結果、売上高は695百万円（前年同四半期比4.5％減）に、セグメント利益は75百万円（同50.8％減）となり

ました。 

［その他事業］ 

 その他事業は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石英ルツボ等石英製品の製造販売並びに産業

用機械製造販売で構成されております。産業用機械製造販売は受注増となりましたが、石英ルツボは世界的な太陽

電池市場の需給バランスの崩れと販売競争激化の影響により受注は減少いたしました。 

 この結果、売上高は265百万円（前年同四半期比18.9％減）に、セグメント損益は5百万円の損失（前年同四半期

は9百万円のセグメント利益）となりました。 

 なお、従来、売上高と材料費（売上原価）を総額表示していた有償支給取引について、当第１四半期会計期間よ

り、売上高と材料費（売上原価）を相殺し、純額で表示する方法へ変更したため、前年同四半期の売上高について

は遡及修正後の数値により比較分析しております。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産の部） 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて438百万円減少し、12,474百万円となりま

した。 

 流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少などにより335百万円減の4,487百万円に、固定資産は、

減価償却費の計上などにより102百万円減の7,987百万円となりました。 

（負債の部） 

 負債は、支払手形及び買掛金の減少、借入金の返済、災害損失引当金の取崩などにより402百万円減少し、9,639

百万円となりました。 

（純資産の部） 

 純資産は、四半期純損失の計上に伴い利益剰余金の欠損が拡大したため、35百万円減少の2,834百万円となりま

した。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 電子部品業界では第１四半期の事業環境は厳しかったものの、第２四半期以降、在庫調整も進み需給バランスも

改善の方向に向かうと思われます。当社グループでは更に一層のコスト削減と得意先ニーズを先取りした製品開発

を強化し、今後の収益の確保に努めてまいります。 

 平成24年12月期の業績予想については、平成24年２月14日発表の「平成23年12月期決算短信」からの変更はあり

ません。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（売上高の処理方法の変更） 

 当社は、主に販売先から無償または有償で支給された材料を加工・販売しており、従来、有償支給取引につい

て売上高と材料費（売上原価）を総額表示しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、売上高と材料費

（売上原価）を相殺し、純額で表示する方法へ変更しました。 

 この変更は、有償支給取引において売上原価に占める材料費の割合が従来に比べて極めて高い製品の販売が増

加したことを契機に、取引内容について改めて検討した結果、有償支給材料が全量買い戻されることや有償支給

材料の価格変動リスクを負っていないこと等を踏まえて、有償支給取引において当社が負うリスクが実質的に無

償支給取引と同等であるという実態に照らし、営業成績をより的確に表示するために行った変更であります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表となっております。 

 この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ177,441千

円減少しております。なお、この変更による損益に与える影響はありません。また、前連結会計年度の期首に反

映されるべき累積的影響額はないため、前連結会計年度の利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。 

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。 

 当社グループは、過年度より抜本的な経営体質の改善及び収益基盤の強化を継続実施しております。当第１四半期

連結累計期間においては、[ガラス基板事業]での一時的な受注の減少により、営業損失34百万円、経常損失40百万円

を計上するに至っておりますが、第２四半期以降においては、受注の回復が見込まれており、収益構造の改善及びキ

ャッシュ・フローの安定化が引き続き図られております。その一方で、取引金融機関に対する借入金の返済猶予の状

況は継続しており、取引金融機関によって期限の利益の確保が短期にとどまっている状況となっております。これに

より、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

 そこで、当社グループは当該状況を解消するための対応策として、ますます収益構造及びキャッシュ・フローを安

定化すべく経営体質のさらなる改善を推し進めるとともに、それらを反映した事業計画を策定し、これに基づく借入

金返済計画について取引金融機関からの同意を得られるよう協議しております。その結果、全ての金融機関から返済

計画に対する一定の同意が得られております。 

 以上を踏まえ、収益構造及びキャッシュ・フローの安定化と取引金融機関からの一定の同意が得られていること等

を総合的に勘案した結果、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,246,011 1,003,576

受取手形及び売掛金 2,229,210 2,177,508

商品及び製品 129,486 134,062

仕掛品 312,100 311,130

原材料及び貯蔵品 528,483 483,802

繰延税金資産 273,456 276,920

その他 104,784 100,632

貸倒引当金 △645 △400

流動資産合計 4,822,887 4,487,234

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,468,655 2,424,765

機械装置及び運搬具（純額） 1,592,909 1,700,540

土地 3,458,305 3,458,305

その他（純額） 281,106 96,464

有形固定資産合計 7,800,976 7,680,076

無形固定資産 86,732 84,072

投資その他の資産 202,359 223,254

固定資産合計 8,090,068 7,987,403

資産合計 12,912,956 12,474,637

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 921,377 821,597

短期借入金 4,965,526 4,909,750

1年内返済予定の長期借入金 359,146 337,859

未払金 488,420 459,885

未払法人税等 30,573 21,759

賞与引当金 － 37,185

災害損失引当金 251,419 22,201

その他 69,109 102,794

流動負債合計 7,085,573 6,713,031

固定負債   

長期借入金 2,324,513 2,254,924

退職給付引当金 108,874 108,495

役員退職慰労引当金 504,483 502,814

繰延税金負債 10,770 19,484

その他 8,371 41,185

固定負債合計 2,957,014 2,926,903

負債合計 10,042,587 9,639,935
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,885,734 4,885,734

資本剰余金 6,335,992 6,335,992

利益剰余金 △8,370,932 △8,422,791

自己株式 △411 △411

株主資本合計 2,850,383 2,798,524

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 19,985 36,177

その他の包括利益累計額合計 19,985 36,177

純資産合計 2,870,369 2,834,701

負債純資産合計 12,912,956 12,474,637
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 2,192,670 2,136,702

売上原価 1,569,854 1,878,066

売上総利益 622,815 258,636

販売費及び一般管理費 292,629 292,807

営業利益又は営業損失（△） 330,185 △34,171

営業外収益   

受取利息 150 609

補助金収入 4,339 40,070

その他 7,567 9,627

営業外収益合計 12,056 50,306

営業外費用   

支払利息 46,898 48,729

その他 15,684 8,162

営業外費用合計 62,583 56,892

経常利益又は経常損失（△） 279,659 △40,756

特別利益   

固定資産売却益 679 －

特別利益合計 679 －

特別損失   

固定資産除却損 － 116

災害による損失 1,004,426 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,500 －

特別損失合計 1,007,926 116

税金等調整前四半期純損失（△） △727,586 △40,872

法人税、住民税及び事業税 17,479 14,355

法人税等調整額 4,947 △3,369

法人税等合計 22,426 10,986

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △750,013 △51,859

四半期純損失（△） △750,013 △51,859
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △750,013 △51,859

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 9,358 16,191

その他の包括利益合計 9,358 16,191

四半期包括利益 △740,655 △35,667

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △740,655 △35,667

㈱倉元製作所　(5216)　平成24年12月度　第１四半期決算短信

- 7 -



該当事項はありません。 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年３月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石英事業、産業用機械事業等

を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△1,867千円には、セグメント間取引消去△1,867千円が含まれております。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年３月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石英事業、産業用機械事業等

を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△28,270千円には、セグメント間取引消去△28,270千円が含まれ

ております。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 当第１四半期連結会計期間から、従来売上高と材料費（売上原価）を総額表示していた有償支給取引について、売

上高と材料費（売上原価）を相殺し、純額で表示する方法へ変更しております。それに伴い、報告セグメントごとの

売上高の金額の算定方法を変更しております。当該変更は遡及適用され、遡及適用後の前第１四半期連結累計期間に

係る報告セグメントの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は「Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年

１月１日 至平成23年３月31日）」に記載しております。 

 この結果、遡及適用を行う前と比べて、［ガラス基板事業］の前第１四半期連結累計期間の売上高、売上原価はそ

れぞれ177,441千円減少しておりますが、セグメント利益への影響はありません。 

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント

その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）３ 
ガラス基板 精密研磨布 計

売上高               

外部顧客への売上高  1,215,285  698,811  1,914,096  278,573  2,192,670  －  2,192,670

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  28,880  28,880  49,139  78,019  △78,019  －

計  1,215,285  727,691  1,942,977  327,713  2,270,690  △78,019  2,192,670

セグメント利益  169,319  152,772  322,091  9,961  332,053  △1,867  330,185

  

報告セグメント

その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）３ 
ガラス基板 精密研磨布 計

売上高               

外部顧客への売上高  1,389,834  628,161  2,017,995  118,706  2,136,702  －  2,136,702

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  67,135  67,135  147,133  214,268  △214,268  －

計  1,389,834  695,297  2,085,131  265,840  2,350,971  △214,268  2,136,702

セグメント利益又は損

失（△） 
 △75,572  75,222  △349  △5,551  △5,901  △28,270  △34,171

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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